
昭文社グループの取り組みについて
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2023年12月11日
（株）昭文社ホールディングス
代表取締役社長 黒田茂夫

説明会用資料



グループ経営理念の共有
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“安心な暮らしと楽しい旅をサポートする企業”
(株)昭文社 (株)マップル

各社独立採算の企業として自由に発想・行動するものの、企業グループとして統一した経営
理念を掲げ、これを基盤とすることで共通ベクトルを持つ企業グループを形成します。
それぞれの事業環境に応じて個別に事業戦略を進める一方、グループとしてのシナジーを
最大化することも念頭に置き、持ち株会社はそれを促進する役割を担います。

100％子会社 100％子会社

100％子会社 100％子会社

(株)昭文社
クリエイティブ (株)マップルオン

(株)昭文社
ホールディングス
持ち株会社



第65期の経営方針
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サステナビリティを意識しつつDX戦略を継続して推進
・メディア事業では総合出版事業においてデジタルメディアを核とした再成長へ。

国内旅行関連出版物に加え、今後は海外旅行関連出版物においても順次商品拡充へ。
電子書籍・公式SNS等デジタルメディア強化で総合メディア化を推進する一方、リアルイベントも活用。

・ソリューション事業では環境・社会的サステナビリティへの貢献を意識した事業を推進。
物流2024年問題の軽減の一助とすべく、ベテランドライバー走行軌跡をコース化するナビアプリ発売。
新ブランド始動。カーボンニュートラル事業を新たなステージへ。

アフターコロナ新時代にサステナブルな体制整備
・コロナ収束後においてグループ各事業が持続的成長を実現できる体制へ。

（前年度にグループ当期利益黒字化達成。さらにDXを軸に持続的成長を実現できる体制を整備）

・グループ経営理念と軌を一にする環境・社会的サステナビリティへの貢献。
（各事業における環境・社会的サステナビリティへの貢献についても意識的に取り組む）

・オフィス空間有効活用。拠点賃貸収益拡大や、資産外部譲渡による財務基盤強化。
（第3四半期中における当社保有固定資産の譲渡についてはすでに開示済み）

・ChatGPT等生成AIの最新技術についてリスクに注意しつつ業務での活用検討。



総合出版事業
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コロナ収束へ：お出かけ関連商品充実・まっぷるマガジン刷新・ことりっぷ15周年／家にいて楽しめる地図

『まっぷるマガジン』刷新
情報量をそのままに小型軽量化

お出かけ関連の新刊

『ことりっぷ』15周年
“大人かわいい”テイストの、これまでになかったガイドブックは、
おかげさまで2023年で創刊から丸15年を迎えました

いまでは旅行ガイドブックという枠を超えて『旅』をフックに
多様な業種とのコラボも展開しています

『地図でスッと頭に入るシリーズ』
最新世界情勢にも対応

多彩なお出かけ関連本



デジタルメディアを核とした新展開
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主力ブランド(まっぷる・ことりっぷ)電子書籍サブスク好調／ガチャ豆本と電子書籍連携

ことりっぷ

まっぷる

「まっぷる」コラボ企画カプセルトイ
『まっぷる 豆本ガイドブック』
電子書籍『まっぷるリンク』連携



ソリューション事業
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「2024年問題」解決の一助に。走行軌跡をコース化する『MAPPLE ルートナビゲーター』

ベテランドライバーの経路ナレッジを共有でき、ルート配送や収集、点検、送迎といった固定
ルートを巡回する業務に特化したカーナビアプリ

最新版地図ソフト
「スーパーマップル・
デジタル」と連携した
ルート作成・編集



カーボンニュートラル事業新たなステージへ
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カーボンニュートラル関連事業全般に向けた新ブランド『mapple GX』始動

※ODM（Original Design Manufacturing）

ヘッドスプリングがODM※生産した住宅用蓄電池『mapple GX battery』
集合住宅向けに提案

『mapple GX for EV』観光地における充電インフラ設置推進ソリューション
自治体・観光関連施設向けに「EV充電スタンド」の提供を開始

千葉県と『電気自動車充電設備導入促進に関する協定』を締結（マップル）



8

これからの昭文社グループに
ぜひご期待ください。
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